
８
３
９

内
田

靖
夫

４
０
６
２

飯
島

信

３
９
３
５

砂
辺

強

４
８
５
９

藤
戸

雄
一

５
３
７
９

石
川

鏡
水

(

２
０
１
８
年
１
２
月
）

５
４
３
２

原

和
来

５
４
７
７

佐
藤

圭

６
４
５
５

志
田

優

６
４
５
８

松
井

晴
輝

６
４
５
９

松
井

清
悟

６
４
６
３

八
木
原
想
太

６
５
２
７

大
楽

啓
治

５
５
４

山
崎

茂
子

２
１
９
８

松
井
朋
子

４
３
８
５

纐
纈

隆
馬

７
５
５
６

近
藤

和
吉

６
６
２
５

五
十
嵐

惠

７
５
３
３

清
水

紀
孝

８
１
８
３

藤
本

宝
夫

８
６
０
９

筒
井

亮
太

８
６
４
８

舘
野

康
司

２
７
２
０

清
水

紬
希

８
３
７
７

穂
積

柊
哉

９
１
７
３

牧

真
旬

９
１
８
２

永
原

志
音

９
１
８
３

毛
呂

淳
一

９
２
３
８

三
代
川
隆
一
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それ以外の月は
最終日曜日

１２月は

第４日曜日
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９
２
４
４

牧
田

完

３
２
９
１

池
田

結
香

３
４
１
６

永
原

好
美

３
４
３
６

中
村
瑠
璃
彩

９
４
１
０

梶
山

大
貴

９
５
１
３

三
嶋

和
人

９
５
１
４

三
嶋

晃
人

９
６
０
０

加
藤

琉
生

９
６
０
１

加
藤

玲
生

９
６
０
２

加
藤

隆
志

９
６
３
８

坂
井

秀
章

３
２
２
９

菊
地

優
那

３
４
１
１

藁
谷
信
江
奈

９
９
３
８

藤
原

直
城

３
７
０
４

佐
藤

英
子

（
２
０
１
８
年
１
２
月
）

５
２
３
０

前
田

英
行

６
１
０
２

松
岡

広

６
１
９
３

佐
藤

泉

７
１
９
７

海
老
沢
宏
明

７
２
６
８

梨
本

忠
三

７
６
６
８

眞
城

瑛
介

７
９
９
０

岩
井

昌
彦

８
５
４
６

神
谷

健
翔

８
６
８
８

鷲
津

颯

８
７
４
４

細
井

詠
介

８
７
６
５

原
田

武
志

８
８
４
３

岡
田

哲
人

８
９
２
２

関
口

学

９
１
７
４

藁
谷

直
馬

９
３
２
６

鈴
木

優
太

９
３
７
２

木
村

修
悟

９
４
１
７

藤
田

立
信

９
５
５
３

浜
崎

拓
士

９
７
５
９

倉
田

靖
士

９
８
５
５

西
田

悠
人

９
９
９
８

西
川

武
範

１
０
０
１
６

小
沼

佑
輔

１
０
０
３
４

川
俣

英
士

１
０
０
３
７

岡
本

樹

１
０
０
４
０

河
合

知
則

１
０
０
４
２

小
野
田
幸
介

１
０
０
４
６

石
川

英
之

１
０
０
４
８

関

年
顕

１
１
８
０

浜
田

絵
奈

１
５
７
３

増
子

智
子

２
１
６
１

片
岡
裕
紀
子

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞
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1
月
月
例
表
彰

第
５
１
５
回
１
月
27
日

達
成
者

◇

５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇来月の月例は ３月３１日です。

スタート時間

子供１Ｋ ８：３０

３Ｋ（Ａ） ８：４５（NO-C 主に男子仕分け４999

以下）

３Ｋ（Ｂ） ９：１５（NO-C 仕分け男子５000以上）

５Ｋ ９：４５

10ｋ 10:30

次月棄権受付は10Ｋｍスタート時刻です

1０時３０分までに。

十
周
年
記
念
事
業
の
最
大
の
目
標
は
、
十
年
間
の
歩
み
を
し
っ
か
り
ま
と

め
成
果
と
教
訓
を
く
み
と
り
今
後
の
発
展
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
川

崎
市
連
盟
と
月
例
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
運
営
と
活
動
と
共
に
参
加
者
の

多
大
な
協
力
に
支
え
ら
れ
た
実
態
を
し
っ
か
り
汲
み
取
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
と
め
を
記
念
文
集
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
周
年

記
念
の
集
い
で
参
加
者
に
原
稿
を
依
頼
し
百
三
十
名
の
方
々
か
ら
原
稿
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
は
、
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
た
い
す

る
深
い
愛
着
か
込
め
ら
れ
て
お
り
、
自
ら
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
人
生
が
感
動
的
に

表
現
さ
れ
月
例
は
す
ば
ら
し
い
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
共

通
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
世
界
の
発
見
、
そ
し
て
自

己
の
変
化
、
成
長
が
伝
わ
る
文
章
は
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
月
例
を

も
っ
と
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
積
極
的
な
発
言
が
も
り
こ
ま
れ
、
正
に
参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
月
例
の
主
人
公
と
し
て
月
例
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
主
催
者
と
し
て
本
当
に
有
難
く
、
参
加
者
の

み
な
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
い
っ

そ
う
喜
ば
れ
る
月
例
に
発
展
さ
せ
る
責
任
と
意
欲
を
自
覚
す
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
全
て
寄
稿
を
文
集
と
し
て
百
十
二
頁
に
収
録
し
ま
し
た
。
同

時
に
各
頁
の
一
部
に
は
、
第
一
回
か
ら
第
百
二
十
回
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
各
回
の
開
催
日
と
参
加
人
数
を
し
め
し
な
が
ら
、
そ
の
回
の
特
徴
的
な

こ
と
を
記
述
し
月
例
の
雰
囲
気
と
参
加
者
の
表
情
が
わ
か
る
よ
う
な
写
真
を

載
せ
ま
し
た
。
百
三
十
名
の
文
集
を
軸
に
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
十
年
の
歩
み

を
読
み
取
れ
る
集
大
成
の
意
義
を
も
つ
「
十
周
年
記
念
文
集
『
月
例
の
な
か

ま
』
の
発
刊
と
な
っ
た
の
で
す
。川

崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

◇
６
５
回
連
続
出
場
賞

月例川崎マラソン五百回の歩み (十)

◇

９
回
連
続
出
場
賞

川崎月例マラソン機関紙『河原版』第５０２号 発行日 2019年2月24日

◇

１
０
０
回
連
続
出
場
賞

(六)十周年記念文集『月例のなかま』

に十年間の集大成

◇

２
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇

８
０
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

２
４
４
２

池
田

凛

２
４
４
６

小
森

啓
子

２
９
１
２

菊
池
真
理
子

３
１
４
３

長
谷
川
紗
来

３
１
９
８

渡
邊

亜
音

３
２
４
６

菊
池

秀
亜

３
４
２
２

権
守

彩
乃

３
４
７
８

伊
藤

心
春

３
６
０
４

瓜
生

早
苗

３
６
６
５

西
田

茉
央

３
７
３
９

泉

沙
也
加

３
７
７
０

小
沼

菜
摘

３
７
７
１

小
沼

順
子

３
７
８
２

岡
本

紗
奈

３
７
８
８

中
村

純
子

（
敬
称
略
）
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写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

第
５
１
５
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

１
．
な
か
ま
①

８
７
４
５

９
３
１
７

９
３
２
６

９

５
６
７

９
７
０
５

み
ん
な
小
学
校
２
年
生
で
す
。
上
丸
子
と
下
丸
子
に
住
ん
で
い
ま

す
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
以
外
で
走
る
時
は
、
丸
子
橋
と
ガ
ス
橋

を
お
う
ふ
く
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
駅
伝
」

に
参
加
し
ま
す
。
１
チ
ー
ム
４
人
で
、
１
ｋ
ｍ
と
２
ｋ
ｍ
を
二
人

ず
つ
走
り
ま
す
。
も
く
ひ
ょ
う
は
、
１
ｋ
ｍ
４
分
台
で
走
り
、
少

し
で
も
上
の
順
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

２
．
な
か
ま
②

９
７
５
３

９
７
５
４

９
６
９
４

鶴
見
区
の
市
場
小
学
校
の
陸
上
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
９
７
５

３
は
、
小
学
校
３
年
生
、
９
６
９
４
と
９
７
５
４
は
小
学
校
５
年

生
で
す
。
学
校
で
は
、
週
に
２
回
朝
練
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
の

校
庭
を
９
周
走
り
ま
す
。
２
月
１
６
日
に
新
横
浜
の
日
産
ス
タ
ジ

ア
ム
で
「
チ
ビ
ッ
子
駅
伝
」
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
参
加
し
ま
す
。

１
チ
ー
ム
４
人
で
走
り
ま
す
。
目
標
は
８
位
以
内
に
入
る
こ
と
で

す
。

３
．
３
ｋ
ｍA

１
位

１
０
１
０
６

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
２
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。
柿
生

（
か
き
お
）
中
学
校
の
３
年
生
で
、
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
５
０
０
０
ｍ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
３
ｋ
ｍ
は
流

し
気
味
に
走
り
ま
し
た
。
高
校
で
も
陸
上
部
に
入
り
、
５
０
０
０

ｍ
で
１
４
分
台
を
出
す
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
れ
に
は
、
学
校
の

練
習
だ
け
で
な
く
、
自
主
練
習
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
先
の
目
標
は
箱
根
駅
伝
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
選
ば
れ

る
こ
と
で
す
。
そ
の
夢
が
達
成
で
き
る
よ
う
努
力
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

４
．
３
世
代
で
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
！

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
娘
）
お
子
さ
ん

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
孫
）
と
３
世
代
に
わ
た
っ
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
ま
６
４
歳
で
、
第
２
回
月
例
川
崎
マ

ラ
ソ
ン
か
ら
の
出
場
と
い
う
こ
と
で
、
約
４
０
年
、
通
算
出
場
回

数
は
４
７
０
回
に
な
り
ま
す
。
初
め
の
頃
の
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン

の
参
加
人
数
は
５
０
人
く
ら
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
参

加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
一
生
懸
命
走
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
今
で
も
現
役
の
ラ
ン

ナ
ー
で
月
に
３
０
０
ｋ
ｍ
走
っ
て
い
ま
す
。
住
ま
い
が
多
摩
区
な

の
で
練
習
は
、
生
田
緑
地
や
東
名
高
速
道
路
下
の
多
摩
川
河
川
敷

コ
ー
ス
が
主
な
練
習
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
川

崎
市
役
所
の
お
勤
め
で
仲
間
と
一
緒
に
走
っ
て
い
ま
す
。
（
注：

川
崎
市
役
所
に
は
速
い
ラ
ン
ナ
ー
が
大
勢
い
ま
す
）
お
孫
さ
ん
は

今
、
４
歳
で
す
が
、
２
歳
か
ら
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
で
走
り
始
め
、

今
日
は
２
０
回
目
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
元
気
で
月
例
川
崎

マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

５
．
陸
上
部
紹
介

「
東
海
大
学
附
属
高
輪
台
高
校
陸
上
部
」

今
年
、
絶
対
本
命
と
さ
れ
て
い
た
青
山
学
院
大
学
を
破
っ
て
箱

根
駅
伝
総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
あ
の
「
東
海
大
学
」
の
附
属
高

校
陸
上
部
で
す
。
１
月
３
日
に
優
勝
し
た
時
は
学
校
中
、
大
騒
ぎ

に
な
り
ま
し
た
。
陸
上
部
の
メ
ン
バ
ー
も
み
ん
な
大
喜
び
で
先
輩

方
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
将
来
、
東
海
大
学
で

「
箱
根
駅
伝
」
に
出
場
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
５

区
を
走
っ
て
「
山
の
神
」
と
言
わ
れ
て
み
た
い
で
す
ね
。
現
在
陸

上
部
は
３
年
生
が
引
退
し
て
い
ま
す
の
で
、
１
年
生
、
２
年
生
合

わ
せ
て
１
６
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
高
輪
台
高
校
は
校
庭
が
な

い
の
で
、
練
習
は
主
に
代
々
木
公
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。
目
標
は

東
京
都
の
駅
伝
大
会
で
６
位
以
内
に
入
る
こ
と
で
す
。
個
人
的
な

目
標
と
し
て
は
、
３
０
０
０
ｍ
で
９
分
切
り
、
５
０
０
０
ｍ
で
１

６
分
切
り
で
す
。
今
日
の
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
い
い
練
習
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
頑
張
り
ま
す
。

６
．
チ
ー
ム
紹
介

「
星
の
子
レ
デ
ィ
ー
ス
」

７
人
全
員
で
「
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
」
を
走
り
ま
し
た
。
今
回
は
少

し
暑
か
っ
た
で
し
た
が
、
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
は
コ
ー
ス
が
多

彩
で
、
い
ろ
い
ろ
な
景
色
を
楽
し
め
る
こ
と
が
魅
力
的
で

す
。
タ
イ
ム
が
最
も
よ
か
っ
た
人
は
３
時
間
３
０
分
を
切

り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
ラ
ン
ナ
―
も
４
時
間
台
で
４
時
間

３
０
分
を
切
っ
て
、
自
己
ベ
ス
ト
を
達
成
し
た
人
も
い
ま

し
た
。
次
回
は
立
川
ハ
ー
フ
を
皆
で
走
り
ま
す
。
ま
た
自

己
ベ
ス
ト
が
更
新
で
き
る
よ
う
練
習
し
ま
す
。

７
．
女
子
１
０
ｋ
ｍ
１
位

３
８
５
４

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
初
参
加
で
す
。
栃
木
の
大
田
原

マ
ラ
ソ
ン
で
知
り
合
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
に
こ
の
月
例
川
崎
マ

ラ
ソ
ン
を
紹
介
さ
れ
て
今
日
来
ま
し
た
。
私
は
走
歴
が
浅

く
、
去
年
の
７
月
に
「
小
金
井
公
園
走
友
会
」
に
入
り
、

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
約
１
０
０

人
く
ら
い
い
て
、
楽
し
く
走
っ
て
い
ま
す
。
走
り
始
め
た

こ
ろ
は
月
に
１
０
０
ｋ
ｍ
程
度
で
し
た
が
、
１
０
月
か
ら

１
２
月
は
１
５
０
ｋ
ｍ
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
２
月
１

１
日
に
西
東
京
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
出
場
し
ま
す
。
目
標
は

４
３
分
１
５
分
以
内
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
す
。

し
っ
か
り
練
習
し
て
少
し
で
も
タ
イ
ム
が
縮
め
る
こ
と
が

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

①
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
胸
・
背
へ
着
け
、
バ
ー

コ
ー
ド
は
胸
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
の
左
下
へ
吊
り

下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

②
大
型
記
録
賞
発
行
は

申
し
出
制
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
目
１
～
３
位

た
だ
し
１
ｋ
ｍ
は
小
学
生
。

３
ｋ
ｍ
は

Ａ
Ｂ
合
同
で

高
・
中
・
小
学
生
対
象

申
し
出
な
き
場
合
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。

（
必
要
な
方
は
本
部
へ
申
し
出
て
下
さ
い
）

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・
250
・

300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・
百
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義：

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ
番

号：

０
０
２
６
０
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

お願い

自転車でご参加の

皆様にお願いします。

自転車はサイクリン

グコースに置かず、

会場の近くにおいて

ください。邪魔と苦情

がありました。


